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晩云議⑬壓 

～ 俑竃短 ～ 

 

肇定2010定10埖,壓表侘⑮參式牽小⑮㌢写窟伏

阻繁壟欺竃短噐翫廸議俑議好似遇附鞭嶷彬議墻墾。

昧朔,壓表侘⑮參式奨脅軒、仟从⑮吉匆窟伏阻繁壟

欺俑好似議墻墾,昧彭喬爺紗侮,椎劔議墻墾壓畠忽

光仇撞訓窟伏。 

云栖,俑壓表、畢爽戦郭峅麗議惚糞伏贋,徽頁挫

№喇噐2010定歪爺頁芝村來議吹菩,〟糞吉埜辺,儖

孀釧奮遇栖欺翫廸議俑祥㌢哘奐紗。 

徽宸叱定,俑竃短噐翫廸議秤趨嗤奐紗議迫米,

象傍光嶽光劔議圻咀:喇噐仇白梁哲晒持僣楚受富,

喬爺延誼否叟局狛，俑議倖悶方楚奐紗阻,珊嗤滴翫

析定晒議窟婢,俐儒表參式畢爽峯直議繁埀受富遇残

系阻。 

參念,嗤序表扮音勣壟囑欺俑議圭隈,祥頁委槽

狼壓附貧,窟竃蕗咄御岑俑嗤繁壓,象傍糞縞貧載丼

惚。書定喬爺壓畠忽光仇槽、却徨吉閲蝕俑議斌瞳載

芥㈹,封崛嗤伏恢枯音貧議殻業。 

 

日本のいま 

～ クマ出没 ～ 

 

昨年2010年10月、人里に出没したクマに人が襲われ

大けがをするという被害が山形県や福井県で相次いで

発生しました。その後も山形県や京都府、新潟県など

で人がクマに襲われる被害が起き、冬の深まりと共に

その被害は全国各地で頻発しています。 

本来クマは山や森の中で植物の実を食べて生息して

いますが、2010年の夏の記録的な猛暑でドングリなど

が不作となり、餌を求めて人里に来るクマが増えたよ

うです。 

しかしここ数年、クマが人里に出没するケースは増

加傾向にあり、それは温暖化で積雪量が減り冬を過ご

し易くなったクマの個体数が増えたからとか、農村の

高齢化が進み山や森の樹木を手入れする人が減り荒廃

してきたからとか、色々な原因が言われています。 

昔から、山に入る時にクマと遭遇しないように鈴を

身に付ける方法がありますが、人がいることをクマに

知らせるように音を出すことは実際に効果があるそう

です。この冬は全国各地で鈴や笛などのクマよけグッ

ズがよく売れ、生産が追いつかないほどとなっていま

す。 

 

勧器伉吭議晩囂 

～ 指基議晩囂 ～ 

 

輝瓜出欺兆忖議扮昨,指基"頁",宸載嶷勣。壓芙

氏伏試圭中,控宥吭房頁音辛髪富議,乎及匯化祥頁

貫指基"頁"蝕兵。 

匆嗤指基"狹",勝砿壓定嘛議頃徨、涛嗔岻寂瓜

塋俯,徽頁恬葎芙氏匯埀議幗了室嬬糞楼伏,挽隼勣

指基"頁"。壓俊鞭貧望峺幣扮,音頁指基"狹",遇哘指

基"頁",宸頁児云。 

壓晩云,蝕兵吶暦縮圄議弌僥匯定雫祥序佩阻奢

糞仇縮圄:輝瓜出欺兆忖議扮昨,祥勣指基"頁",徽頁

除栖音岑葎焚担,心欺嗤載謹定煤繁音恬指基。 

哘委指基"頁"芝壓伉戦,珊嗤,喇噐械傍峪勣鴇

傍匯鞘"頁",祥嬬佳㌫欺椎倖繁議定槍、封崛伉尖彜

蓑,侭參秀咏寄社勣訪席仇指基。 

 

心を伝える日本語 

～ 返事の日本語 ～ 

 

名前を呼ばれたら「はい」と返事をすることは大切

です。社会生活を営むうえで意思疎通は欠かせないも

のですが、その第一歩は「はい」の返事からです。 
「ウン」という返事もありますが、幼い子や友達同

士では許されても、社会人である技能実習生の皆さん

は、やはり「はい」と返事をします。上司から指示を

受けたとき、「ウン」ではなく、「はい」が基本でしょ

う。 
日本では、義務教育が開始される小学一年では、名

前を呼ばれたら「はい」と返事をしましょうという教

育が、しっかり行われますが、昨今なぜか、返事をし

ない若者が多く見受けられます。 
「はい」と返事をすることを心掛けること、さらに、

「はい」の一言で、その人の年齢や心理状態まで想像

できると言われるくらいですので、快活に返事をする

ことをお勧めします。  




